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モデル開発からみた
ETロボコンの価値
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モデル開発への期待

Â 今の組込みソフトウェア開発には問題が山積
¸ プログラミング先行の、試行錯誤的開発が根本要因

¸ その結果、「ムダが多く」「不良資産化しやすく」
「老朽化が激しい」ソフトウェアが出来てしまう

Â モデル開発への期待
¸ モデルとは、複雑なソフトウェアの内容を単純化して
説明したもの

¸ プログラミングする前にモデルを作ることで、早期に
ソフトウェア設計の妥当性を検討することができる

¸ 結果的に、「ムダが少なく」「設計品質の高い」ソフ
トウェアを作ることが可能になる
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しかし･･･

Â 既存の開発スタイルを急に変えるのは困難
¸ ソフトウェア開発に対する問題意識の違い（経営層 vs 現場）
¸ タイトな開発日程と多彩な製品群

¸ 膨大な利害関係者

¸ 既存ソフトへの追加・変更が主体の開発業務

Â なんとかモデル開発にこぎ着けても･･･
¸ いきなり量産開発に適用しても、思ったような結果は得られず、
期待とモティベーションが一気にダウン
（しかし、これは無免許で自動車を運転するようなもの）

Â 結果的に、モデル開発への移行は容易に進まない
¸ なかなか実践出来ず、モデル開発者が育たない

¸ 開発者が少ないため、さらに移行の障壁は高くなるという悪循環
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ETロボコンの価値

Â エンジニアのための「砂場」
¸ 参加者にとっては
¸ 量産開発ではないので、失敗OK！
¸ つまり、モデリングを始めとする新し
い開発技術にチャレンジ出来る絶好の
機会

¸ さらに、ゼロベースでモノ作りが出来
る貴重な機会

¸ しかも、メカ制御から開発環境まで、
幅広い対象領域を経験できる

¸ 運営に加われば
¸ モデル審査や教育に関わることで、モ
デルのレビューや教え方といった新た
な領域に関するスキルを獲得できる

¸ 短期間で数多くのモデルに触れること
が出来る（開発現場だけではなかなか
実現が難しい）
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モデル開発の底上げと
エキスパート育成が
同時に可能！

運営への
参加で
育成

大会への
参加で
育成
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モデル審査について
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総合評価方式について

Â 目的

¸ モデルと性能（走行結果）が高次でバランスしている
ものを評価する（2008年大会から採用）

Â 評価方法
¸ モデルと走行を [0 ～ 1] に揃えて、
¸ モデル: 最低点0点 ～ 最優秀1点
¸ 走行: 最低タイム0点 ～ 最速タイム1点

¸ 揃えた二値の調和平均を取る
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2×モデル×走行

モデル＋走行
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2007年 本大会の場合
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速いだけじゃ厳しい

バランス派！
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